
令和７年度 評価項目の達成及び取組状況 湖陵幼稚園

学校関係者評価
達成及び取組状況 評価（点数式） 評　価（記述式）

達成及び取組状況をふまえ、成果と課題等を明らかにし、自己評価する。
その際、必要に応じ、保護者アンケートの結果も含める。

評価基準により
段階評価を行
う。

学校関係者（幼稚園運営協議会）の評価
（意見）を取りまとめ記載する。

自己評価及び学校関係者評価をふまえた改善
策や次年度の目標を具体的に示す。

教育課程・指導 ①学年・学級経営
教職員は、教育目標の達成を目指し
た学級経営を行っているか。

保護者アンケ－ト「子供は、幼稚園に行くのを楽しみにしている。」では、『そう思う83.3(90.0)%  だいた
い16.7(10.0)%』という評価で、職員では、『十分66.7(66.7)％ だいたい33.3(33.3)％』である。湖陵幼
稚園の経営方針に沿った経営を行った成果と考える。今後も、学級経営の改善や学期ごとの振り返りなど綿密
に行っていきたい。

4

②幼児理解
教職員は、一人一人の幼児の発達の
姿から課題を捉えて保育を行っている
か。

保護者アンケ－ト「教職員は一人一人の子供をよく理解し、子供の意欲や自信を引き出す保育を行ってい
る。」では『十分100(80.0)%  だいたい0(20.0)%』という高評価を得ている。また職員でも『十分
66.7(55.6))% だいたい33.3(44.4)%』であり、日ごろからの子供一人一人の生活についてよく観察し、職
員間で共有し保育に努めた成果だと思う。今後も生活記録を基にした【子供を語る会】を重視すると共に日々
の見取り、コミュニケーション、職員間での情報共有を大切にしていきたい。
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③特別支援教育
特別な支援を必要とする幼児の実態
や課題を明確にし、計画的・組織的に
指導を行っているか。

個別特別な支援を要する園児の保育にあたっては、専門機関や市の担当者との相談機会を増やしたり、保護者
との共通理解を図ったりして実践してきた。その成果として子供一人一人は大きく成長し、学級集団の中で認
められ、楽しく充実した生活を送っている。職員評価では『十分50.0(33.3）%　だいたい50.0(55.6)% あ
まりされてない0(11.1))%』である。学期始めと終わりには、保護者と職員、専門家との今後の保育について
の共通理解を図る会を設けるなど、計画的できめ細かな保育に努めてきたが、さらに職員間で共有していきた
い。

3

④人権・同和教育
教職員は、自らの人権感覚を磨き、幼
児に人権意識の芽生えを培うように配
慮しているか。

職員アンケート「教職員は幼児に人権意識の芽生えを培うように配慮している」では『十分83.3(55.6)%  だ
いたい16.7(44.4)%』である.「組織的な取組や教職員一人一人の人権意識の高揚、資質の向上を図る」では
『十分83.3(44.4)%  だいたい16.7(55.6)%』である。これは、同和教育をすべての教育活動の基底に据え
ながら教育を行ってきたことが評価されたと思われる。今後、研修などを通じて、資質の向上を図りたい。そ
のことが子供たちの保育に活かされるようにしたい。
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⑤行事
教職員は、行事を幼児の発達を促す
機会と捉え、工夫、改善しているか。

保護者アンケート「子供にとって豊かな体験ができる教育の場や活動が工夫されている。」では『そう思う
100(100)% 』「幼稚園では、行事や活動が工夫されている。」では『そう思う100.0(90.0)%  だいたい０
(18.5)%　わからない0(10.0)%』と、共に高評価を得ている。職員「教職員は、行事を幼児の発達を促す機
会と捉え、工夫・改善している」では『十分100.0(77.8)%   だいたい0(22.2)%%』であり、活動・行事へ
の子供なりのめあてををもたせるなど、意欲的に取り組めるよう努めた成果であると思う。今後も、保護者や
ご家族、地域の皆さんにも子供の成長を実感して頂く機会を増やし、みんなで子供の成長を認める機会を増や
していきたい。また、湖陵幼稚園ならではの取組を増やしていくことも大切である。
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⑥保幼小連携
近隣の小学校等との連携を密にし、な
めらかな接続に努めているか。

職員アンケート「近隣の小学校等との連携を密にし、なめらかな接続に努めている。」では『十分
83.3(66.7）%  だいたい16.7(33.3）% 』であり、近隣の小学校や保育園との交流活動が復活してきたため
と考える。夏休み期間中の保・幼・小・中の研修会はとても有意義であり、湖陵教育に係わる職員の共通理解
は図られたと思う。今後は、地域の自然の中の交流場所(小学校の樹木園)や神西湖周辺での交流を増やしてい
きたい。
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・連携は幼稚園教育の強みである。今後も
連携をしっかりととっていきたい。また、
湖陵町独自の連携が進められていると思
う。

〇保育園や小学校は近隣にあるので、神西湖周
辺での保幼交流、湖陵小学校学校樹木園等を活
用した保幼小・幼小交流等、湖陵地域の子育て
という視点で活発に行いたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇中学校とは、今後も職場体験や体育祭等での
交流を図りたい。　

家庭・地域との
連携

⑦家庭・地域との連
携

幼稚園と保護者、幼稚園と地域（未就
園児等）との協力関係はできている
か。

保護者アンケート「幼稚園と保護者、幼稚園と地域との協力関係ができ、子供に関する相談が気軽にできる雰
囲気がある」では『そう思う50.0(60.0)%  だいたい50.0(20.0)%  あまり0(20.0)%』であり、職員は『十
分100.0（55.6)% だいたい0(33.3）%  あまり0(11.1)%』であった。保護者の「幼稚園からのお知らせ、
学級の様子等、必要なことを分かりやすく伝えている」では『そう思う66.7(83.3)%  だいたい
33.3(16.7)% 』であり、職員は『十分83.3(55.6)%  だいたい16.7(44.4)% 』だった。保護者との毎日の
情報交換や園の考えなどこまめな情報提供の必要性がある。地域の中ではできる限りの場や支援を提供して頂
いたことは保育を行う上で大きな支えであった。未就園児教室は開催について、ちらしや防災無線放送などで
知らせた。ホームページの活用に力を入れたことで、遠くにおられる祖父母など、多くの人に情報発信ができ
たと思う。
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・しっかりできていると思う。高評価では
ないかと思う。今後はより一層、保護者と
も意思疎通を図っていく。

〇保護者との共通理解を図ることは大切で
ある。日常の送迎時での会話(情報交換)を
大切にしたり、たよりやHP等の内容は、今
まで以上に保護者の立場になって表現した
りできるよう心がけたい。信頼関係をより
強化するためにも、早期の情報伝達、改善
したことや結果等の報告など、こまめな意
思疎通に努力する。                                                                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇地域との連携では、新たに「稲作体験」
をさせてもらい、豊かな活動ができたの
で、今後も続けていきたい。

研修 ⑧研究・研修

教職員一人一人が、園内外の研究・
研修の機会を自己研鑽の場として受
け止め、進んで研究・研修に取り組ん
でいるか。

職員評価では『十分100.0(44.4)%  だいたい0(55.6)%』で、保育研究会等、研究発表のある年でないが、
昨年より評価が上がっている。園内研修会、園外での研修を行いながら質の高い保育を目指してきた。日々の
情報交換や他園での研究会の報告等により新しい視点での見方や考え方などを伝え合っていた。今後も、研修
を重ね、保育の質の向上につなげていきたい。
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・しっかりと研究と修養に励んでいる。出雲市
の幼稚園教育はレベルが高い。本園も高いレベ
ルで保育ができている。

○園児数が減ってきているので、混合保育
のあり方の研究を深めていきたい。人数が
少ないので、今後も今まで以上に地域や保
幼小中交流などを積極的に行っていきた
い。

組織運営 ⑨園務
教職員は、他教職員と協働し、計画的
に園務を遂行しているか。

職員評価では『十分100.0(33.3)%  』であり、協力し合って園務が進められたのではないかと思われ
る。職員会や打ち合わせなど、たくさんの時間をかけて共通理解したことも結果につながったのでは
ないだろうか。今後も、綿密な共有を図っていきたい。

4
・１００パーセントの高評価である。チー
ム湖陵の素晴らしさが伝わってくる。

○職員のチームワークは湖陵幼稚園の強みであ
る。また、地域のバックアップも強みである。
園児数が減っても地域や保護者とのつながりで
園児が成長できるよう取り組んでいきたい。

安全管理・保健
管理

⑩危機管理
園の危機管理及び幼児の安全や衛
生の管理体制を全教職員が理解し、
適切な対応に努めているか。

保護者アンケート「園の危機管理及び幼児の安全や衛生管理に向けて、日ごろから適切な対応がとられてい
る」では『そう思う66.7(60.0)%  だいたい33.3(20.0)% あまり思わない0(20.0)%』であり、職員では
『十分されている66.7(44.4)%　だいたい33.3(55.6)% 』であった。保護者の思いに耳を傾けて改善を図っ
ていきたい。
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・今後地震等が起こった時の対応をしっか
り考えておきたい。市のマニュアルとも照
らし合わせ迅速な対応をとってほしい。

○今年度は園庭に草むらがないようにし、思い
切り走り回ったり、畑で活動したりできるよう
に配慮したので維持、継続したい。安全点検や
日常点検によって危険箇所がないかチェックし
ていきたい。さらに防犯カメラも活用したい。

教育環境整備
⑪園地・園舎・遊具
等の施設・整備

園地・園舎・遊具等の施設・設備を定
期的に点検し、必要な改善・管理を
行っているか。

保護者アンケート「園の施設・設備は、子供が安全に生活できるように管理されている」では『そう思う
66.7(40.0)%  だいたい33.3(40.0)%  　あまり思わない0(10)％わからない0(10)%』であった。職員評価
では『そう思う83.3(44.4)%　だいたい16.7(55.6)%』だった。定期的な安全点検や日々の気づきの中か
ら、改善を図ってきた。保護者や地域の協力を得て園周辺の整備は十分に行えた。
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・エアコンについては、昨今では生命に関わってくる
ので、故障等に慌てることなく、計画的に部品交換な
ど、市と連携しながら対応していく必要がある。
・園庭や園舎については、保護者の協力の下、計画的
に整備されている。

○今年度は保護者や地域の協力を得て、計画的
に園庭整備が行えた。来年度もさらに人員が減
るので、さらに計画的に進めていきたい。

※自己評価の評価基準　４：十分達成している　３：概ね達成している　２：改善を要する部分がある　１：大いに改善を要する

自　己　評　価

分　　野 評価項目 評価の着眼点
評価結果を踏まえた今後の取り組み

・運動会や生活発表会等、行事から子どもたちの姿を
見ると、とても表情豊かで生き生きとしている。地域
教材を見つけて、地域とつなげ、ひろげていくなど適
切な支援がなされている。きっと、将来、湖陵の良さ
を思い出しながら暮らす大人になっていくだろう。
・子どもたちの成長が見て取れる。生活発表会での生
き生きとした芸、そして、手作り感があり、とてもい
い顔だった。感動した。
・めあてをもってやっているところが小学校につなが
るところでとてもよい。必然性があるので、主体的に
取り組むことができている。
・今までの年長さんの姿を見て、立派な年長さんに
育った。これがまた受け継いでいかれる。
・人数が少ないことで、余計に一人一人が主役にな
る。やらなければならない状況である。少ない人数で
もよい方向へ向かっている。
・少ない人数で仲良しでよいが、人との我のぶつかり
合いや折り合いのつけ方など経験する機会が少ないの
ではないかと懸念していたが、担任の先生の話から、
それもよくやっていると聞いて安心した。
・保護者から１００パーセントの高評価を得ることは
なかなかない。信頼されている証拠である。みんなが
家族のようだが、指導すべきことは指導されている。
・特別支援教育は、早期発見・早期対応が重要であ
る。今後とも対応をして欲しい。
・令和１０年度から、同和教育の地域指定が当たって
いる。普段から同和教育を意識してほしい。
・職場でおやつのことが話題になる。健康を考えて手
作りのおやつにしてほしい。→保育園のように給食室
などがないので同じようにはいかないが、噛むおやつ
やいりこなどの健康によいものを選んでいる。今後も
缶が手いきたい。

〇園長は、1年間のはじめや各学期のはじめに、
経営方針等について理解を図っている。勤務時
間が違う面はあるが、全職員が一堂に会した場
を設定し、説明や協議をするように努力する。
〇担任は一年間・月ごとの保育目当てを立て、
学期末に振り返るとともに次期の目当てを設定
したものを管理職まで提出し、計画的にきめ細
かな保育を行っている。さらに、この『学級経
営案』『月指導計画』を学級に係わる補助教諭
とも共有し、学級のめあてや指導・支援の在り
方に更に共通理解を図り、学級の保育を進めて
きたことが効果的であった。ぜひ、継続してい
きたい。
〇特別支援教育の意義や園における目当て等を
全職員で共通理解を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇保護者・関係機関・職員との協議を重ね、保
護者に園の信頼を得るためにも、年に3回は、学
期始めに保護者と職員・専門家との協議の場を
設定して効果的に進めることができたので、今
後も継続したい。
〇同和教育を全ての教育活動の基底に据えた教
育を行うとともに、進路保障など幼児に係る人
権について、講師を招いて職員研修会や園外で
の研修報告会を行うなどして、より計画的な研
修に努め、資質の向上を図りたい。
〇家庭ではできない湖陵幼稚園ならではの特色
ある行事・活動を次のような視点から計画す
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①湖陵地域のよさを感じとる。
②季節の移り変わりを感じとる。
③地域での体験を遊びに取り入れる。
④地域の人のすばらしさを感じられる。
⑤湖陵地域保幼小中の連携等から見直し、『め
ざす子供像』の体現に向けて取り組みたい。


